
日
間
船
上
待
機
と
な
り
、
五
月
十
一
日
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ

し
て
宇
高
連
絡
船
に
乗
り
高
松
に
五
月
十
八
日
に
帰
り
ま
し

た
。
四
年
四
カ
月
ぶ
り
の
帰
宅
で
し
た
。

広
島
の
惨
状
に
息
を
飲
み
、
機
関
車
の
上
に
乗
る
者
も
い
ま

し
た
。
家
族
は
全
員
無
事
で
、
突
然
の
私
の
帰
国
を
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

終
戦
後
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
軍
隊
当
時
の

苦
労
に
較
べ
れ
ば
、
命
に
関
わ
る
問
題
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
復
員
後
、
民
生
委
員
以
外
の
公
職
は
や
り
ま
し
た
。
推

さ
れ
て
町
会
議
員
を
三
期
勤
め
、
一
時
は
十
六
の
役
員
を
や
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
生
来
の
健
康
に
恵
ま
れ
、
現
在
で
も

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の
役
員
、
水
利
組
合
、
体
育
実
行
委
員
会
、

カ
ラ
オ
ケ
会
の
会
長
（
十
六
年
目
、
会
員
二
〇
〇
人
）

、
五
十

歳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
長
、
結
婚
相
談
委
員
等
の
役
職
を
こ
な
し

て
い
ま
す
。
出
て
行
く
こ
と
が
健
康
管
理
に
良
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
家
で
は
タ
バ
コ
、
米
、
そ
れ
に
果
樹
を
や
っ
て
い

ま
す
。
父
は
八
十
六
歳
ま
で
働
き
八
十
九
歳
で
な
く
な
り
ま
し

た
。満

州
当
時
の
者
が
集
ま
っ
て
戦
友
会
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

会
員
は
五
分
の
一
ぐ
ら
い
に
減
っ
て
き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
も
入
り
ま
し
た
が
、
県
外
出
張
と
寄
付
が
多
く
て
途

中
で
止
め
ま
し
た
。

回

想
　 

愛
媛
県
　
根
本
秀
徳
　 

私
の
出
生
地
は
、
関
東
の
佐
倉
で
す
。
家
族
は
両
親
と
、
私

が
長
男
で
弟
三
人
、
妹
二
人
の
六
人
兄
弟
と
、
祖
父
母
を
加
え

た
十
人
家
族
で
、
全
員
健
康
で
幸
福
な
一
家
で
笑
い
声
の
絶
え

な
い
家
で
し
た
。
家
業
は
田
地
九
反
歩
余
・
畑
地
約
一
町
歩
の

合
計
二
町
歩
で
（
機
動
力
は
無
く
す
べ
て
人
力
）

、
家
族
全
員

が
力
を
合
わ
せ
て
農
耕
を
行
い
、
朝
に
霜
を
踏
み
、
夕
べ
に
星

を
頂
く
よ
う
に
励
み
ま
し
た
。
お
陰
を
持
っ
て
生
活
は
楽
な
方

で
し
た
。

私
は
特
に
読
書
が
好
き
で
、
世
に
言
う
「
晴
耕
雨
読
型
」
で

し
た
。
祖
父
が
「
秀
徳
は
家
督
を
相
続
せ
ず
、
何
か
別
の
世
界

に
進
む
男
だ
」
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
笑
い
な
が
ら



「
十
歳
で
神
童
、
十
五
で
才
子
、
二
十
歳
過
ぎ
れ
ば
た
だ
の
人

か
な
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
近
隣
の
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ

家
業
を
手
伝
い
、
弟
妹
の
面
倒
を
見
た
り
、
中
に
は
他
家
の
子

守
や
手
伝
い
を
し
て
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
一
生
懸
命
働
い

た
時
代
で
し
た
。
精
神
的
に
は
麗
し
き
時
代
で
し
た
。

ま
た
佐
倉
は
、
古
く
は
佐
倉
藩
の
城
下
町
で
十
七
万
石
位
で

し
た
。
藩
主
は
幕
末
の
老
中
職
を
勤
め
た
堀
田
殿
様
で
善
政
を

施
行
さ
れ
、
民
衆
か
ら
敬
慕
さ
れ
た
偉
人
で
し
た
。

陸
軍
は
東
京
第
一
師
団
（
秘
匿
号
・
玉
兵
団
）
は
徴
募
区
が

歩
兵
第
一
連
隊
（
東
京
）

、
歩
兵
第
四
十
九
連
隊（
甲
府
）

、
歩

兵
第
五
十
七
連
隊
（
佐
倉
）
で
、
古
の
関
東
武
者
の
出
身
地
で

す
。
玉
兵
団
は
満
州
に
出
動
し
、
北
満
鎮
護
の
任
に
つ
き
、
対

ソ
連
作
戦
の
た
め
に
日
夜
訓
練
に
励
み
、
関
東
軍
の
精
鋭
師
団

と
し
て
研
磨
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
南
方
の
風
雲
急
を
告
げ
、
山

下
奉
文
大
将
に
引
き
抜
か
れ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
に
転
進

し
、
ル
ソ
ン
島
か
ら
レ
イ
テ
島
で
は
玉
砕
戦
法
に
て
壊
滅
し
ま

し
た
。

私
は
小
学
校
か
ら
旧
制
の
県
立
中
等
学
校
に
進
学
し
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。
三
年
生
の
時
「
二
・
二
六
事
件
」
で
青
年
将
校

が
昭
和
維
新
だ
と
蜂
起
し
た
と
知
ら
さ
れ
、
配
属
将
校
が
全
校

生
徒
に
自
粛
命
令
を
出
さ
れ
た
の
を
子
供
心
に
「
大
変
な
事
が

起
こ
っ
た
」
と
動
揺
し
ま
し
た
。
翌
年
の
夏
休
み
の
時
に
推
挙

さ
れ
て
軍
人
志
望
の
検
査
を
受
け
、
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
一
日
、
陸
軍
予
科
士
官
学
校
（
市
ヶ

谷
）
に
入
学
通
知
を
受
領
し
、
同
日
入
学
し
ま
し
た
。
旧
制
中

学
校
に
お
け
る
配
属
将
校
に
よ
る
軍
事
教
練
は
士
官
学
校
に
比

べ
る
と
子
供
だ
ま
し
で
、
雲
泥
の
差
で
し
た
。
一
生
懸
命
に
勉

学
に
励
み
ま
し
た
結
果
、
昭
和
十
三
年
十
月
三
十
日
無
事
卒
業

し
ま
し
た
。

翌
日
付
に
て
第
八
師
団
歩
兵
第
十
七
連
隊
に
士
官
候
補
生
と

し
て
入
隊
で
す
。
隊
は
満
州
国
綏
西
と
い
う
所
に
あ
り
ま
す
。

汽
車
を
乗
り
継
ぎ
、
門
司
か
ら
釜
山
へ
渡
り
、
大
陸
鉄
道
で
朝

鮮
の
龍
山
か
ら
日
本
海
沿
岸
を
北
進
し
、
豆
満
江
か
ら
図
們
へ

と
国
境
を
通
過
し
、
綏
芬
河
の
東
・
ソ
連
と
の
国
境
を
眼
前
に

（
最
前
線
地
帯
）
の
西
歩
兵
第
十
七
連
隊
へ
着
任
し
ま
し
た
。

十
一
月
で
す
が
厳
冬
の
如
く
寒
か
っ
た
。
零
下
十
余
度
で
す
が

本
当
に
寒
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
一
番
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。



歩
兵
第
十
七
連
隊
は
秋
田
県
が
徴
募
区
で
、
兵
員
は
大
部
分

秋
田
出
身
で
し
た
。
古
年
次
兵
が
大
き
な
声
で
、
お
国
託
り
丸

出
し
で
『
秋
田
お
ば
こ
』
を
歌
っ
て
お
り
ま
し
た
。
な
お
歩
兵

第
五
連
隊
は
青
森
、
弘
前
は
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
、
山
形
は
歩

兵
第
三
十
二
連
隊
が
主
幹
で
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
創

設
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
渡
満
し
て
第
一
線
の
重
責
を
務
め
た
東

北
健
児
の
強
兵
集
団
で
し
た
。

第
八
師
団
（
秘
匿
号
・
杉
兵
団
）
は
北
満
よ
り
南
方
戦
線
に

転
進
し
、
玉
兵
団
と
同
じ
運
命
で
玉
砕
戦
闘
を
敢
行
し
て
消
え

ま
し
た
。
歩
兵
第
十
七
連
隊
に
着
任
時
は
、
広
漠
な
る
原
野
に

設
営
さ
れ
た
兵
舎
は
平
屋
作
り
で
す
が
、
壁
は
五
〇
セ
ン
チ
位

の
泥
■
瓦
で
で
き
て
お
り
、
防
寒
防
暑
に
は
充
分
役
立
つ
よ
う

で
し
た
。
夏
は
暑
気
を
通
さ
ず
冬
季
は
冷
気
を
遮
断
し
、
丸

ペ
ー
チ
カ
で
室
内
温
度
は
高
く
肌
着
一
枚
で
充
分
の
よ
う
だ
っ

た
。
候
補
生
と
し
て
充
分
体
験
し
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
三
月
一
日
、
士
官
学
校
入
学
の
た
め
厚
木
（
相

武
台
）
へ
帰
り
ま
し
た
。
陸
士
第
五
十
四
期
生
で
す
。

昭
和
十
五
年
九
月
四
日
卒
業
、
見
習
士
官
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
航
空
技
術
者
養
成
の
急
務
が
求
め
ら
れ
た
時
で
あ
っ

た
た
め
に
、
歩
兵
科
か
ら
飛
行
第
二
十
四
戦
隊
へ
赴
任
、
立
川

の
陸
軍
航
空
技
術
学
校
へ
入
校
し
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
飛

行
機
の
こ
と
は
何
一
つ
知
識
が
無
い
の
で
大
変
な
こ
と
で
し

た
。同

年
十
月
二
十
五
日
、
任
陸
軍
少
尉
・
飛
行
第
二
十
四
戦
隊

付
の
ま
ま
、
航
技
校
学
生
で
航
空
技
術
を
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。昭

和
十
六
年
七
月
末
日
ま
で
、
飛
行
機
と
取
り
組
み
、
機
関

の
解
体
・
組
み
立
て
・
機
体
の
整
備
・
調
整
等
を
徹
底
的
に
行

い
ま
し
た
。
ま
た
練
習
機
（
赤
ト
ン
ボ
）
に
機
乗
し
て
の
猛
訓

練
、
後
座
に
ベ
テ
ラ
ン
の
軍
曹
が
乗
っ
て
、
伝
声
管
に
て
い
ち

い
ち
命
令
を
発
し
、
急
上
昇
・
急
降
下
・
左
右
へ
の
急
旋
回

等
々
で
、
当
初
は
三
十
分
程
の
機
乗
訓
練
で
全
身
汗
だ
く
で
し

た
。同

年
八
月
一
日
満
州
国
海
拉
爾
、
第
二
十
四
飛
行
戦
隊
へ
赴

任
、
十
月
一
日
陸
軍
中
尉
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
満
州
全
域
に

わ
た
り
、
関
東
軍
特
別
大
演
習
（
関
特
演
）
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
年
の
春
頃
か
ら
、
充
員
召
集
で
兵
力
の
集
結
を
計



り
、
夏
頃
の
最
盛
期
に
は
関
東
軍
百
万
満
州
全
域
に
皇
国
軍
人

が
充
満
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
戦
隊
は
沿
岸
州
か
ら
、
ウ
ラ
ヂ
オ
ス
ト
ッ
ク
が
攻
撃
目

標
で
し
た
。
以
後
逐
次
、
中
国
大
陸
や
南
方
方
面
に
各
部
隊
・

兵
員
の
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
八
日
に
大

東
亜
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
台
湾

の
最
南
端
の
潮
州
飛
行
場
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
数

日
来
、
緊
急
整
備
命
令
が
出
て
お
り
九
七
式
戦
闘
機
三
十
機
の

完
全
整
備
を
行
い
、
弾
丸
も
充
分
に
、
燃
料
も
満
タ
ン
と
搭
載

完
了
し
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
深
夜
と
い
う
か
、
は
た
ま
た
八
日
払
暁
と
い
う

時
間
帯
に
非
常
呼
集
で
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
陸
軍
部
隊
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
向
か
っ
て
進
撃
し
て
お
り
、

全
機
出
撃
し
て
地
上
部
隊
を
援
護
し
、
敵
空
軍
の
襲
撃
を
阻
止

し
、
な
お
か
つ
敵
の
空
軍
基
地
を
殲
滅
す
べ
し
と
の
こ
と
。
こ

れ
で
大
戦
争
の
火
蓋
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
初
戦
は
破
竹
の
進
撃

で
戦
捷
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
二
月
十
五
日
、
第
二
十
四
飛
行
戦
隊
は
満
州
海

拉
爾
に
移
動
し
ま
し
た
。
比
島
戦
線
に
お
い
て
、
敵
米
空
軍
機

と
日
本
の
飛
行
戦
隊
の
優
劣
に
格
差
を
感
じ
、
機
種
の
改
革
・

変
更
が
急
務
で
し
た
。
機
種
も
一
式
戦
に
改
ま
り
、
昭
和
十
七

年
六
月
二
日
、
海
拉
爾
を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
北
京
―
台
湾

（
■
東
）
―
支
那
広
東
、
天
津
飛
行
場
等
々
に
移
駐
し
、
桂
林

攻
略
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
二
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、

サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
マ
ト
ラ
島
、
パ
レ
ン
バ
ン

等
々
各
地
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
南
方
防
衛
作
戦
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
現
地
人
と
相
和
し
て
、
ス
コ
ー
ル
（
毎

日
一
回
必
ず
来
る
夕
立
雨
）
を
浴
び
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

各
地
の
戦
闘
も
空
中
戦
で
あ
り
、
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
陸
軍
航
空
整
備
学
校
に
入
学
、
上

層
部
か
ら
命
ぜ
ら
れ
「
立
川
に
て
整
備
能
力
を
高
揚
せ
よ
」
で

し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
陸
軍
一
式
戦
闘
機
は
関
東
方
面
に
回

し
、
帝
都
防
衛
の
任
に
つ
き
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
一
日
、
陸
軍
大
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
月
整

備
学
校
卒
業
。
飛
行
第
四
戦
隊
の
整
備
隊
長
に
な
り
ま
し
た
。

任
務
は
北
九
州
地
区
の
防
衛
で
し
た
。
隊
員
四
百
人
、
多
い
時



は
六
百
人
位
で
し
た
。
山
口
県
小
月
飛
行
場
（
現
在
自
衛
隊
使

用
）
で
、
双
発
戦
闘
機
の
全
力
整
備
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
機

関
部
の
整
備
修
理
、
銃
火
器
点
検
・
弾
薬
補
充
（
戦
力
が
弱
っ

て
き
た
頃
に
は
、
弾
丸
も
二
〇
〇
発
を
一
〇
〇
発
に
し
、
さ
ら

に
一
〇
〇
発
を
五
〇
発
に
減
ら
す
と
い
う
状
態
）

、
外
部
破
損

個
所
の
修
繕
・
車
輪
の
修
理
（
パ
ン
ク
直
し
）
で
し
た
。

双
発
機
は
二
人
搭
乗
機
で
す
、
前
座
者
は
操
縦
並
び
に
前
方

火
器
の
操
作
（
射
撃
）

、
後
座
者
は
通
信
と
上・
下
・
後
方
警

戒
と
敵
機
に
対
し
て
射
撃
や
応
戦
で
す
。
一
式
戦
闘
機
と
比
較

す
る
と
二
式
は
双
発
な
の
に
上
昇
速
度
が
遅
く
、
二
人
搭
乗
で

有
利
の
よ
う
で
し
た
が
、
実
力
の
程
度
は
、
今
一
つ
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
た
。

注
　
各
飛
行
場
に
は
特
設
飛
行
場
大
隊
が
お
り
、
そ
の
飛
行

場
の
一
切
を
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
警
備
及
び
滑
走
路
の

管
理
・
食
料
の
確
保
ま
で
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

私
達
の
双
発
機
は
夜
間
戦
闘
専
門
機
で
し
た
。
七
、
八
千

メ
ー
ト
ル
位
上
昇
す
る
と
酸
欠
に
な
り
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
背

負
っ
て
夜
間
出
撃
し
て
お
り
ま
し
た
。
敵
機
も
日
本
空
軍
機
の

肉
弾
突
撃
を
恐
れ
て
、
夜
間
の
襲
撃
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
松

根
油
を
使
用
し
て
飛
行
機
を
飛
ば
す
と
は
残
念
至
極
で
し
た
。

小
月
飛
行
場
も
全
飛
行
機
を
夜
明
け
と
同
時
に
発
進
さ
せ
て
朝

鮮
の
大
邸
飛
行
場
へ
避
難
さ
せ
、
ま
た
日
暮
れ
に
な
る
と
帰
っ

て
来
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
訓
練
機
赤

ト
ン
ボ
も
戦
闘
用
に
使
用
す
べ
く
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
飛
行
戦
隊
が
、
西
部
軍
司
令
官
・
畑
俊
六
大
将
よ
り

「
感
状
」
を
受
け
ま
し
た
。
下
賜
金
と
し
て
、
当
時
の
金
額
で

三
千
円
位
で
し
た
（
古
い
事
で
す
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

。

こ
の
頃
隊
員
か
ら
多
く
の
戦
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
爆
撃

等
に
よ
り
尊
い
犠
牲
者
も
出
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
下
宿
生
活
も
何
か
と
不
自
由
だ
ろ
う

と
、
人
に
す
す
め
ら
れ
て
妻
を
娶
り
ま
し
た
。
戦
況
は
本
土
決

戦
の
可
能
性
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
自
隊
の
主
任
務
は
八
幡
製

鉄
所
が
一
番
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
敵
機
が
狙
っ
て
来
る
か

ら
防
衛
せ
よ
、
で
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
双
発
二
式
戦
闘

機
は
三
〇
機
程
度
保
有
し
て
い
ま
し
た
。
八
月
の
原
爆
投
下
後

の
広
島
を
通
過
し
ま
し
た
が
、
原
爆
症
に
も
た
ら
ず
に
す
み
ま

し
た
。



か
く
し
て
天
皇
陛
下
の
終
戦
詔
書
で
す
。
小
月
飛
行
場
に
て

全
隊
員
と
悲
涙
に
咽
び
ま
し
た
。

現
役
軍
人
終
焉

昭
和
二
十
年
九
月
三
十
日
待
命
予
備
役
。

戦
後
、
妻
の
実
家
の
山
口
県
岩
国
と
私
の
故
郷
佐
倉
を
往
復

し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

帝
国
人
絹
株
式
会
社
（
現
帝
人
）
が
守
衛
を
募
集
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
し
て
テ
ト
ロ
ン
部

門
が
愛
媛
県
松
山
市
に
松
山
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、

私
も
そ
う
し
た
縁
で
松
山
の
住
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
戦

後
の
難
関
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
に
、
多
く
の
人
々
が
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
護
国
の
英
霊
の
泰
ら
か
な
眠
り
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
合
掌
。

追
伸
　
北
に
南
に
と
飛
び
ま
た
走
り
、
五
体
無
事
に
任
務
を

終
了
し
、
八
十
余
歳
ま
で
も
長
生
き
し
ま
し
た
。

当
座
た
す
べ
き
御
奉
公
が
で
き
ず
、
充
分
な
活
動
も
な
く
、

不
忠
不
孝
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
か
よ
う
に
申
さ
れ
ま
し
て

も
、
甘
受
致
し
ま
す
。

不
戦
を
誓
い
二
度
と
戦
い
の
無
き
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
だ
け
の
人
生

特
別
攻
撃
隊
員
　 岩

手
県
　
加
美
山
茂
　 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
五
月
十
七
日
、
基
地
副
長
、
岩
城

中
佐
よ
り
「
菊
水
作
戦
に
参
加
す
る
た
め
に
明
朝
鹿
屋
に
移

動
、
出
撃
す
る
よ
う
に
せ
よ
、
隊
の
編
成
は
四
機
と
す
る
。

し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
」
と
の
命
令
と
激
励
を
受
け
た
。
し
か

る
べ
き
時
が
遂
に
来
た
と
、
頭
の
中
が
白
く
な
る
よ
う
な
思
い

が
し
た
。

翌
十
八
日
、
朝
四
時
起
床
、
と
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
前
夜
は

眠
れ
ず
過
ご
し
た
が
、
列
機
の
搭
乗
員
に
声
を
か
け
、
そ
れ
ぞ

れ
身
支
度
を
し
て
防
空
壕
の
ベ
ッ
ド
か
ら
隊
舎
の
食
堂
に
行

き
、
主
計
課
心
尽
く
し
の
朝
食
を
摂
り
、
残
る
隊
員
達
に
囲
ま

れ
て
、
声
を
掛
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
飛
行
場
の
戦
闘
指
揮
所
に




